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９月15日に文化祭を無事に終えることができ

ました。この日を迎えるまで、実りのあるもの

にするために、１学

期から企画を考え、

見えないところで準

備し、運営や発表、そ

して後始末までしっ

かりと取り組んだマ

キノ中学生を、この

紙面をかりて讃えた

いと思います。 

取組中には、「劇を

例に挙げるなら、主

役、わき役、道具係、

プロンプター、監督、

観る人等、それぞれ

がいないと成り立た

ない。つまり、一人ひ

とりは欠かせない存

在であり、どんな役

目も、あなたが主人

公である。」と伝えま

した。 

そして、文化祭終

了後には「一人ひと

りが自分の役割を誠

実に果たしたことが、

みんなを支えること

になった。成功させよ

うとひたむきに取り組んでいる姿と、それにこ

たえている姿が調和

して、アットホーム

な文化祭になった。

そして、一生懸命な

姿は素晴らしく、自

分の『殻を破る』こと

につながる、成長す

る。」と紙面をとして

伝えました。 

文化祭の後始末で

は、やるべきことを

理解し、素早く取り

組むことができまし

た。さらに、担当して

いるところをできた

人は、進んで手伝っ

ていたことにも感心

しました。 

このような生徒たちのひたむきな姿や、みん

なでよいものを創り上げようとする意欲、最後

の後始末までしっかりとやり抜く態度は、本校

の生徒信条(教育目標)「品位 気魄 和合」を

表現していたひとときであると言えます。 

この文化祭の取組を通して考えてほしかった

「それぞれの役割を誠実に果たすことと、助け

合うこと」、「一人ひとりは、自分の人生の主人

公であること」等を念頭におき、未来を切り拓

く人に成長していくことを願っています。 

誰もが主役でサポーター～「品位」「気魄」「和合」を実践した文化祭～ 
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高島市立マキノ中学校 

学校だより 
文責：校長 清水 

声援にこたえる歌声 

よりよい歌声を引き出す声援 

照明で輝きをます名演技 

出演者を支えるプロンプター 

好演を引き立てる舞台 

学校の活動を表現した 
階段アート【文化探求部】 

てきぱき活動する後始末 
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〇取組のはじめは、みんな自分のことで精一杯

だったけど、だんだん協力し教え合うようにな

った。隊形移動のとき、ぶっかったり間に合わ

なかったりしたけど、みんな一人ひとりが意見

を出し合い、一番移動しやすい導線を考えて活

動したので成長できた。そして、何より印象に

残ったことは、幕間企画だった。みんなが手拍

子したり拍手したりジャンプしたりかけ声をし

たりと、全校が一つになり、何か大きなことを

する楽しさを改めて感じた。みんながいたから

こそ、最高の文化祭になった。(第３学年) 

 

〇ナレーターと動画編集を担当した。動画編集

では、ロイロノートで写真をつなげで編集し、

それを動画編集アプリに入れたら結構うまく見

えることに気付いた。プロンプター(舞台の演者

のかわりに裏で声を出す人)の人たちのマイク

回しがうまいと感心していた。この人たちとも

一緒に練習したり話しかけたりすることができ

たので楽しかった。また、先生たちがいなくて

も自分たちみんなで練習したことや、劇のシー

ンをどんなふうにするか、班全員で真剣に話し

合って決めることができたことが、学年の殻を

破ったと感じたエピソードである。(第２学年) 

 

〇どの学年もクオリティーが高くびっくりし

た。劇の道具や動画がすごく、ステージ上でも

動きが大きくておもしろかった。また、劇のは

じめに披露されたダンスは迫力があり本物のア

イドルみたいでした。そして、演じる人の動き

が大きく楽しかった。歌を歌っているとき、１

年生から３年生と関係なく盛り上げライブに来

ているようであった。１年生は、ステージに立

つ人とプロンプターの声が合わず何回も練習し

た。そのせいか本番では１番上手くいき嬉しか

った。動画や道具作りも協力できた。一人では

できないけど、みんなと一緒にやったから成功

したのだと思う。(第１学年） 

 

思いやりの心を育む機会に 

～地域の方・小学生とのつながり～ 

 １学期、日赤奉

仕団の方にお世話

になり、３年生が

植えた花が美しく

咲きました。また、

敬老の日には、３

年生が、高齢の方

へのメッセージを

書きました。 

 また、９月25、26

日には、２年生と

３年生が、市内の

陸上大会を控える小学

校６年生に、陸上練習の

支援をしました。ある小

学校の先生が「小学校で

練習していたときより、

いい記録が出た」とおっ

しゃっておられました。 

 10月から11月は、地域の方やマキノの園児・

小学生とのふれあう機会を計画しています。こ

れらの活動を通して、思いやりの心を育む機会

としたいと考えています。 

10月 11月の主な行事予定 
10月２日：定期テスト 
  10日：スポーツトレーニング講座(1，2年)   
  19日：３年学力確認テスト 

20日：秋季大会 ３年学力確認テスト 
  22日：３年栗マラソン支援 
  23日：３年進路説明会(PM) 

25日：生徒会選挙 
26日：小学生への読み聞かせ活動(２年) 

  27日：マラソン大会 
11月１日：小学校マラソン大会支援  
  ５日：１年里山祭り支援 
  ８日：ブロック駅伝(AM） ※７日から８日に変更 

８日：マキ中収穫祭(PM) (予備日９日) 
  13日：振替休日(地域貢献活動振替) 
  24日：定期テスト、PTA実行委員会 
  26日：２年エネルギーフェスタ支援 
  27日：小６体験入学 
 

※ 変更がある場合もあります。ご了承ください。  

 

文 化 祭 を 振 り 返 っ て 
～みんながいたから～ 

体育館前のサルビア 

日赤奉仕団の方が 
作成された贈り物 

高 齢 の 方

へ の ３ 年

生 の メ ッ

セージ 

小 6への陸上練習支援 


